青山荘　　フェイスシート

平成21年6月15日　担当：中村　文洋　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　本田　英之　　様　　　　　男・女　　　　昭和52年12月28日生（31歳）

	
	〒039-0832　八戸市小中野2丁目9-4　　　　　　　　　　電話　0178-44-9055

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和12年4月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約　4年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日（週1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	3割負担
	　　未申請

	経済状況
	年金
	未申請

	
	その他
	生活費1.5万円＋医療費4万円＝5.5万円

※生活費全般家族からの援助を受けている

※自立支援医療更新拒否したため、医療費3割負担

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘　

	入所年月日
	Ｈ　19年　3月　4日
	身長
	165cm
	体重
	82kg（＋3kg）

	最終学歴
	予備校（仙台市内）※大検合格
	免許・資格
	普通自動車免許（1種）

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　名　本田　忠　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	入所目的

日常生活リズムを整えながら習慣化し、円滑な対人関係を図れるようになる。

	入院・治療歴　初診日

入院・治療歴　

①平成12年6月　　～　　平成12年9月　　　　　入院　　　　　長谷川病院

②平成13年12月　 ～　　平成14年11月　　　　 入院　　　　　湊病院

　平成14年11月　 ～　　平成15年7月　　　　　通院　　　　　湊病院

③平成15年7月　　～　　平成19年3月4日　　　入院　　　　　青南病院

　平成19年3月4日～　　現在　　　　　　　　　 通院　　　　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞3名の長男として出生する。高校1時、部活での登山後、喘息で青森労災病院での加療により殆ど不登校状態となる。2年時留年し、学業の遅れなどを理由に退学し大検を受験、合格する。その後仙台の予備校へ通うが5月に帰郷し、滅裂言動・家族への迷惑行為が出現する。H12年4月東京の予備校へと通うが徘徊・逸脱行為・奇異行動が出現したことで、家族が保健士に相談し、長谷川病院（東京）へ初回入院となる。退院後帰郷し、自宅療養するが服薬中断により症状再燃し、逸脱行為で警察に保護され湊病院へ2回目の入院をする。以後も病識の無さから通院・服薬拒否し、母親が食事に薬を混ぜて飲ませていたとのこと。しかし、次第に病状悪化し、家族間の口論から昼夜逆転・粗暴行為出現。警察に保護され、H15.7.13精神科救急で当院を受診し、医療保護入院となる。H18.10.31入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へと切り替える。その後、地域での生活訓練のためH19.3.4青南病院退院・青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　

保護者は父親で、家族面談には来荘している。しかし、母親と意見があわず、職員に思いを伝えて帰ることがある。自宅では、パソコンや読書など共通の話題から関わりを持っている。本人への金銭面の使用拡大に注意を促している。

　母親は本人の支援に積極的に関わりを持っているが、自分の考えを押し付けるところがあり、本人もこれに戸惑う時もある。自立に向けて就労するということでは父と意見が一致する。

障害年金・精神保健福祉手帳いずれも申請しておらず、経済的援助は全面的に父親が行っている。
　現在、就労活動については、本人が信頼している父親と相談を行っている。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成21年6月15日（月）

	氏　名
	   本田　英之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　52　年　12月　28日（　31歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：退所後の生活について考える
短期目標：「就労」に向けて必要な基本姿勢

	これまでの経過（前回評価日　20年11月17日）

	①　就労について　　　②　デイケア利用　　　③　生活リズム

①就労について

・家族（特に父親様）からの就労についてプレッシャーを感じることが強いと話している。

・就労経験が無いことから障害者枠での就労体験等を提案するが一切を拒否している。

・青明舎スタッフ同席にて面談を行い、就労支援を行っていくことを伝えている。その際、本人からは職場体験であれば匿名にて利用を行ってみたいとの意見が聞かれている。

②デイケア利用

・体調の不調からデイケア利用を休む事が多く見られている。

・デイケア利用については、通所日に連絡なく欠席する一方、非通所日に突然通所しゲームのみを行い帰ることが見られている。

・6月1日　デイケア利用を辞めたいとデイケアスタッフに相談している。理由については、人間関係でストレスになっていること。

・デイケア通所について、「他利用者様から悪意が感じられる。自分がデイケアを欠席しているからだと思う。人なんて何を考えているか分からないから」と話している。

・6月6日　面談を行い、就労についても職場には自分より年下の先輩はいると思われること。場に合わせた態度をとる必要もあることを伝えている。その上で、デイケアでの対人関係も職場での対人関係と考えて対処してみる事も提案。本人はこれを了承してデイケアの継続利用することを決めている。水曜日・金曜日のデイケア利用で、利用時間についてもデイケア開始時間から終わりまでいることとしている。

③生活リズム

・外泊時には、特に活動をすることなく家で過ごしていることが聞かれている。理由としては、ストレスと精神的疲労を挙げている。

・ストレスの原因については、自分より年齢が若い青山荘やデイケアスタッフ、利用者様に対しての不満を話している。

・職員からは相談できる相手に話をしてストレスを溜めない事を伝えている。また、その際31歳と言う年齢からも、利用者間のストレスについては、相手の障害や対人関係能力を理解して付き合うことも必要なことを説明、これに本人も納得している。

【対人関係】

・レポート作成など勉強の為、デイケアで中の良いメンバーへ対し「もう今後は関わらない」と自分から断っている。・面談にて、自分の感情（イライラや焦り）を態度に出すことがあると振り返り、反省する事が出来ている。

【家族面談】　6月6日

・本人は1ヶ月の外泊希望を行っている。父親様は外泊中に就労活動をすることで許可している。

・母様から、先日車の中から、5/20からの処方薬が約１週間分出てきたことを話している。本人の服薬中断について特に心配していることから、青山荘側で服薬管理についてアドバイスを行っている。

・外泊期間中は、就労支援に関し青山荘に連絡する事としている。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①デイケア利用
	・　面談を行い、デイケア通所の必要性や意味合いなどを説明。通所時のルール確認を行っていく。

· デイケア利用にて、日中活動の安定化と対人関係でのストレスの対処方法を覚えていく。
	2ヶ月

	③就労について
	・　就労支援について、病状をオープンにすることクローズにする事のメリット・デメリットを説明し、就労を行う場合の注意点の指導を行っていく。

・　青明舎と協力して就労支援の利用を行っていく。

履歴書作成からハローワークや職場体験の活用など就労支援を具体化させていく。


	2ヶ月

	②生活リズム（服薬含む）
	· 疾病教室を行い、服薬の必要性の意識向上を図る。

· 外泊時の過ごし方も想定して、起床時間や就床時間、日中の過ごし方についてスケジュールを立ててもらい、それに沿って行動してもらう。その上で、自己の生活の振り返りを行ってもらう。
	2ヶ月


修正プラン実施評価日： 　年　月　日（月）　青山荘地域交流活動室
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忠氏（55歳：医師）











本人（30歳）





次男（27歳）





長女（24歳：薬剤師）





母（55歳：専業主婦）








